
  

 

 

69.2

30.8

 

 

 

 

咳や鼻水など、風邪の症状から始まる百日咳。どんな病気か知っていますか？今年に入り香川県内でも感染者が増

加しています。感染しない・広げないためにはどうしたらいいのか考えていきましょう。        （看護師 瀬川）     

百日咳とは                                     昨年は４名のみの報告でしたが、今年は現時点で                                

百日咳菌による呼吸器感染症です。                      すでに高松市で 1９名、西讃で５名、中讃で８名                  

息が吸えないくらいひどい咳が長く続く病気です。            の報告があり、昨年を大きく上回り流行のきざ                            

咳やくしゃみなどで飛沫・接触感染します。                  しがあります。   （令和 7年 3月３０日現在） 

 

感染力とリスク    百日咳は感染力の非常に強い細菌感染です。                            

特に６か月未満の乳児が感染すると、咳で呼吸がしづらくなるため人工呼吸器が必要になったり、脳炎・脳症を起

こしてけいれんするなど重症化します。成長とともに軽症化していく傾向があるため感染がどんどん広がり、気づ

かないうちに抵抗力の弱い赤ちゃんにうつしてしまうこととなります。 

                                                           

主な症状                                                治療 

・潜伏期間は７～１０日                                     治療にはマクロライド系抗菌薬 

・最初は普通の風邪症状で始まり、次第に咳の回数が増え、激しくなる。      （エリスロマイシン、クラリス 

・長く続く咳（２～３週間）が特徴で夜間の発作が多い。                 ロマイシンなど）が用いられま    

   短い咳が連続して出る。                                   す。 

   息を吸うときにヒューという音が出る。 

・熱はないか、あっても微熱程度。 

 

感染をしない・広げないために 

 毎日のこころがけ 

ご飯を食べる前や外から帰ってきたらうがい・手洗いをしましょう。 

風邪症状がある時の外出や人混みではマスクをしましょう。 

 予防接種を受けましょう 

予防接種を受けると百日咳にかかるリスクを８０～８５％程度減らす                             

ことができます。乳児期（０歳）に四種混合や五種混合ワクチンを                               

３回接種し、幼児期（１歳）に追加接種を受けましょう。                当院における１１歳～１２歳の二種混合と 

おねがい                            三種混合の接種率      

免疫効果は４～１２年で低下します。最近、特に５歳から１５歳           二種混合                    

での感染者が増えてきています。百日咳の免疫を維持するためには、             ％     三種混合            

任意接種（有料）となりますが、就学前（５～６歳）や二種混合ワクチン                     ％              

（１１～１２歳で接種）の代わりに三種混合ワクチンの接種を受けることを                                               

お勧めします。                                                   （R６，４月～R７，３月）                                  
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〇寝ているときにびくっとなる…けいれんに見えることがありますが、生理的な動き 

               です。３か月以内の赤ちゃんは[モロー反射]という 

               反射が残っている場合があります。 

               気になるときは動画を撮っておき、ご相談ください。 

 

〇うんちの色が緑色になる…  うんちにふくまれる黄色の色素が腸の中で酸化す 

               ることで、緑色に変わることがあります。 

               うんちの色の濃さが、母子手帳のカラーカードの                                     

               １番～３番のように白っぽいときは胆道閉鎖症が 

               疑われる場合もありますのでうんちを持参するか  

               写真を撮って受診しましょう。 

 

〇おむつがオレンジ色…    おむつが赤っぽくなったりオレンジ色になることが 

               あります。血尿かと心配されると思いますが大体は 

               レンガ尿[高尿酸血症]と呼ばれるもので尿中の水分  

               が結晶になって起こります。  

               夏場は汗が多くなるので尿が濃くなり起こりやすくな           

               ります。こまめに水分を摂りましょう。 

               ただし検査をしてみないと分からないので症状が続く 

               時は受診しましょう。             

 

〇足の爪がそっている…    赤ちゃんの足の爪は薄くて、親指は反り返った形で生え                                                    

               てくることが多いです。伸びてくると爪のまわりが刺激 

               されて炎症を起こし、赤く腫れて[爪周囲炎]を起こすこ                

               とがあります。爪をこまめに丸く切るようにしましょう。 

 

〇抱きぐせ…         すぐに抱っこばかりしていると抱きぐせがつく！とよく 

               言われますが、最近はその心配はないとの考えが主流  

               です。赤ちゃんは抱っこしてもらうことで安心感や信頼感 

               を覚え、情緒が安定します。どんどん抱っこしてあげま        

               しょう。 

 

〇床や壁に頭をゴンゴン…   生後６か月くらいから始まり、４歳ころまで見られます。 

               月齢が小さいうちは気を引くためにすることが多いです   

               が、いやいや期に入ると気に入らないことがある時など 

               にも見られ、激しく打ち付けることもあります。 

               少し観察をして怪我をしそうなときは好きなおもちゃで 

一緒に遊んであげるたりして気をそらせてあげましょう。         


